
　渡
良
瀬
川
右
岸
の
大
島
町
に
は
、
水
防
建
築
の

水
塚
（
ミ
ズ
カ
、
ク
ラ
と
呼
ぶ
）
が
今
も
十
数
棟

建
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

の
カ
ス
リ
ン
台
風
に
よ
る
大
雨
で
、
板
倉
町
海え

老び

瀬せ

付
近
の
渡
良
瀬
川
堤
防
が
決
壊
し
、
大
島
地
区

で
は
下
か
ら
溢
れ
る
よ
う
に
増
水
し
て
き
ま
し

た
。
九
月
十
五
日
の
夕
飯
時
分
に
半
鐘
が
け
た
た

ま
し
く
鳴
り
、
人
び
と
は
非
常
事
態
を
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
行
動
に
移
り
ま

し
た
が
、
家
に
よ
っ
て
は
床
上
浸
水
の
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
岡
里
地
区
か
ら
板
倉
町
に
か
け
て

は
、
し
ば
ら
く
水
が
引
か
ず
、
舟
で
行
き
来
す
る

状
況
で
し
た
。
観
音
地
区
か
ら
舟
で
救
援
物
資
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
人
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　岡
里
地
区
で
医
院
を
開
業
し
て
い
た
大
塚
女
医

は
、
大
水
後
に
板
倉
町
大お
お

曲ま
が
りと

大お
お

荷に
ん

場ば

で
疫え

き
痢り

流

行
の
た
め
、
舟
で
往
診
し
ま
し
た
。
当
初
は
古
い

舟
で
、
水
が
漏
る
の
で
新
調
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
と
き
の
舟
が
今
も
家
の
片
隅
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
王
地
区
の
磯
孝
男
家
で
は
避
難
用
の
舟

が
主
屋
の
土
間
の
梁
に
吊
り
下
げ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
十
年
代
に
大
水
の
心
配
は
な
い
と
判
断

し
、
古
い
舟
を
処
分
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
二
十
二
年
の
大
水
を
経
験
し
た
の
で
、
新
調
す

る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
多

く
、
岡
里
地
区
の
江
田
英
治
家
で
は
、
今
も
舟
が

玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
梁
下
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
水
後
、
過
去
の
大
水
の
怖
さ
を
知
る
人
が

競
っ
て
舟
を
作
り
ま
し
た
。

　大
水
に
よ
る
床
上
浸
水
が
あ
る
と
、
土
壁
は
冠

水
で
剥
落
し
ま
す
。
大
水
の
被
害
の
あ
っ
た
土
壁

を
見
る
と
冠
水
部
分
に
泥
水
に
よ
る
変
色
や
剥
落

が
目
立
ち
、
横
一
直
線
で
続
く
の
で
浸
水
位
置
が

よ
く
わ
か
る
の
で
す
。
隣
の
板
倉
町
海
老
瀬
の
江

田
家
で
は
、
屋
敷
ま
わ
り
の
塀
の
土
壁
が
一
定
の

高
さ
で
剥
げ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の
線
を
ミ
ズ

モ
リ
セ
ン
（
水
盛
り
線
）
と
呼
び
ま
す
。
江
田
家

の
ミ
ズ
モ
リ
セ
ン
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ

ン
台
風
の
傷
跡
で
す
。

　『ろ
く
ご
う
の
民
俗
』
に
は
「
明
治
四
十
三
年

の
洪
水
で
は
堀ほ
り
工く

の
被
害
も
す
ご
か
っ
た
。
水
塚

の
上
に
設
け
た
水
屋
に
も
水
が
来
た
。
水
が
溜

ま
っ
た
跡
が
現
在
で
も
水
屋
の
壁
に
シ
ミ
と
し
て

残
っ
て
い
る
」（
27
頁
）
と
聞
き
書
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
島
町
の
飯
塚
徹
家
の
長
屋
土
壁
に

は
、
床
か
ら
九
〇
セ
ン
チ
あ
た
り
に
横
に
ひ
び
割

れ
た
線
が
平
行
に
走
っ
て
い
ま
す
。
杉
材
の
柱
に

冠
水
値
を
示
す
墨
が
一
直
線
に
引
か
れ
、
そ
の
す

ぐ
下
に
「
四
十
三
年
、
水
量
」
と
二
行
で
書
か
れ

ま
す
。
そ
れ
は
明

治
四
十
三
年
の
大

水
の
冠
水
値
を
示

す
墨
書
で
す
。
計

測
す
る
と
長
屋
の

床
か
ら
九
六
セ
ン

チ
の
位
置
に
墨
で
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
の
大
水
で
は
、
明

治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
新
築
し
た
現
存
主

屋
が
床
上
浸
水
し
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
飯
塚

徹
家
の
標
高
は「
館
林
市
道
路
台
帳
」に
よ
る
と
、

一
八
七
〇
セ
ン
チ
で
す
。「
四
十
三
年
水
量
」
と

墨
書
さ
れ
た
位
置
ま
で
の
九
六
セ
ン
チ
を
加
算
す

る
と
、
浸
水
は
一
九
六
六
セ
ン
チ
と
な
り
、
明
治

四
十
三
年
に
大
島
町
を
襲
っ
た
洪
水
の
最
大
冠
水

値
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
メ
ー
ト
ル
近
い
大
水
の

浸
水
を
受
け
た
の
で
す
。
標
高
が
低
け
れ
ば
さ
ら

に
浸
水
し
た
の
で
す
。
大
島
町
に
は
水
防
建
築
と

し
て
の
水
塚
が
残
り
ま
す
が
、
明
治
四
十
三
年
の

大
水
で
は
す
べ
て
の
水
塚
が
浸
水
し
た
の
で
し
た
。
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大島町観音地区にある水塚

渡良瀬川堤防から見た大島町の集落

江田家の揚舟（大島町岡里）

飯塚徹家のミズモリセン（直線の下に
「四十三年　水量」とある）

大塚家の揚舟（大島町岡里）
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町
と
村
の
暮
ら
し

水
と
と
も
に
生
き
る

88

88
水
と
と
も
に
生
き
る
　（特
別
編
６
　342
〜
377
ペ
ー
ジ
）

　応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）、
京
都
で
は
将
軍
足

利
義よ

し
政ま

さ
や
細
川
氏
を
中
心
と
す
る
勢
力
（
東
軍
）

と
斯し

波ば

氏
や
山
名
氏
を
中
心
と
す
る
勢
力（
西
軍
）

が
戦
い
を
始
め
ま
し
た
（
応お

う

仁に
ん

・
文ぶ

ん

明め
い

の
乱
）。

す
で
に
将
軍
義
政
と
交
戦
状
態
に
あ
る
古こ

河が

公く

方ぼ
う

足
利
成し

げ
氏う

じ
は
西
軍
の
足
利
義よ

し
視み

（
義
政
の
弟
）
に

接
近
し
ま
し
た
。
成
氏
は
翌
年
十
月
に
幕
府
・
上

杉
方
の
長な
が

尾お

景か
げ

人ひ
と

が
占
拠
す
る
足
利
荘
の
奪
還
に

動
き
、
十
月
八
日
に
上
杉
方
と
茂も

呂ろ

島じ
ま

・
綱つ

な
取と

り
原は

ら

（
伊
勢
崎
市
）
で
戦
い
ま
し
た
が
敗
れ
、
上
杉
方

の
岩
松
家
純
の
新
田
荘
復
帰
を
許
し
ま
し
た
。
劣

勢
に
ま
わ
っ
た
成
氏
は
閏
十
月
に
京
都
西
軍
と
軍

事
同
盟
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
樺か
ば

崎さ
き

城
・
八や

つ

椚く
ぬ
ぎ

城

（
足
利
市
）、
赤
見
城
（
佐
野
市
）、
そ
し
て
館
林

城
を
築
く
こ
と
で
攻
勢
に
転
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
上
杉
方
は
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に

新
田
荘
に
金
山
城
（
太
田
市
）
を
築
い
て
反
撃
の

機
会
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
四
月
、
上
杉
方
の
白し
ろ

井い

長
尾
景か

げ
信の

ぶ
が
五
十
子
陣
（
埼
玉
県
本
庄
市
）
か

ら
出
陣
し
、
八
椚
城
・
赤
見
城
・
樺
崎
城
を
立
て

続
け
に
攻
め
落
と
し
ま
し
た
（
資
２
―
№
233
・
239

等
）。
四
月
の
段
階
で
上
杉
方
は
足
利
荘
東
方
の

諸
城
を
落
城
さ
せ
る
と
、
翌
五
月
に
は
佐
貫
荘
に

進
ん
で
、
館
林
城
あ
る
い
は
舞
木
城（
千
代
田
町
）

に
陣
を
取
り
ま
し
た
。
館
林
城
に
は
成
氏
方
の
赤

井
氏
と
高こ
う
（
早さ

河が
わ
田だ

）
師も

ろ
久ひ

さ
が
籠ろ

う
城じ

ょ
うし
、
抵
抗
し

て
い
ま
し
た
（
資
２
―
№
235
）。

　成
氏
が
師
久
に
宛
て
た
五
月
一
日
付
の
書
状

（
館
林
城
の
初
見
史
料
、
資
２
―
№
235
）
に
よ
る

と
、
館
林
城
は
三
方
を
湖
水
に
囲
ま
れ
て
い
て
、

攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
北
側
の
一
方
の
み

と
い
う
要
害
で
し
た
。
上
杉
方
は
長
尾
景
信
・
景か

げ

春は
る

父
子
、
長
尾
忠た

だ

景か
げ
（
景
信
の
弟
）、
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

以
下
約
六
〇
〇
〇
騎
が
城
の
東
と
北
を
囲
み
、
成

氏
方
の
結
城
・
佐
野
・
小
山
氏
ら
は
城

じ
ょ
う

沼ぬ
ま

に
面
し

た
城
の
西
と
南
か
ら
舟
で
救
援
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
上
杉
方
は
、
水
路
の
西
表
の
篠さ
さ

崎ざ
き

に

夜
間
当
番
で
警
固
し
、
敵
舟
の
侵
入
を
阻
止
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
成
氏
か
ら
師
久
へ
の
書
状
は
こ

の
よ
う
な
厳げ
ん
戒か

い
体
制
の
中
を
か
い
く
ぐ
っ
て
届
け

ら
れ
、「
城
主
赤
井
文
三
・
文
六
と
よ
く
よ
く
相

談
し
て
、
忠
節
に
励は
げ

め
」
と
激げ

き
励れ

い
を
送
っ
た
の
で

し
た
。
そ
れ
で
も
大
軍
に
囲
ま
れ
る
中
で
犠
牲
者

も
増
え
、
城
内
の
士
気
は
低
下
す
る
一
方
で
し

た
。
五
月
二
十
三
日
、
つ
い
に
籠
城
軍
を
代
表
す

る
赤
井
信し
な
濃の

の

入に
ゅ
う
道ど

う
が
降
伏
し
開
城
し
ま
し
た（
資

２
―
№
236
・
237
・
238
、
写
真
）。

　館
林
城
を
攻
略
し
た
上
杉
方
は
再
び
東
山
道

（
あ
ず
ま
道
）
に
進
路
を
取
り
、
赤
塚
（
佐
野
市
）

に
陣
を
張
っ
た
長
尾
忠
景
が
甲
か
ぶ
と

城
（
岩
船
山
）、

つ
い
で
児こ

玉だ
ま
塚づ

か
（
栃
木
市
）
を
攻
撃
し
ま
し
た
。

五
月
に
は
成
氏
方
の
重
鎮
で
あ
っ
た
小お

山や
ま
持も

ち
政ま

さ
と

佐
野
氏
・
小
田
氏
ら
が
上
杉
方
に
寝
返
っ
た
こ
と

で
、
上
杉
方
は
七
千
余
騎
の
軍
勢
に
な
っ
て
古
河

に
迫
り
、
六
月
つ
い
に
成
氏
を
古
河
か
ら
下し
も
総う

さ
国

佐
倉（
千
葉
県
佐
倉
市
）に
退
去
さ
せ
ま
し
た（『
鎌

倉
大
草
子
』）。

　文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
五
十
子
の
上
杉
顕あ
き

定さ
だ

の
家か

宰さ
い

（
執
事
）
の
長
尾
景
信
が
死
去
し
ま
し

た
。
顕
定
が
次
期
家
宰
を
嫡

ち
ゃ
く

子し

景
春
で
は
な
く
、

景
信
の
弟
で
総そ
う
社じ

ゃ
長
尾
氏
を
継
い
だ
忠
景
に
命
じ

た
こ
と
で
、
同
九
年
、
不
満
を
も
っ
た
景
春
が
反

乱
を
起
こ
し
ま
し
た
（
長
尾
景
春
の
乱
）。
こ
れ

に
よ
り
、
上
杉
方
は
成
氏
方
と
の
合
戦
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
翌
十
年
に
両
者
は
和わ

睦ぼ
く
し

て
停
戦
と
な
り
ま
し
た
。
文
明
十
四
年
（
一
四
八

二
）、
つ
い
に
足
利
義
政
と
成
氏
と
の
間
で
講
和

が
成
立
し
た
こ
と
で
享
徳
の
乱
が
正
式
に
終
結
し

ま
し
た
。

　と
こ
ろ
で
、
舞
木
氏
は
次
第
に
佐
貫
荘
か
ら
古

河
に
拠
点
を
移
し
、
古
河
公
方
に
政
務
を
取
り
次

ぐ
奏そ
う
者じ

ゃ
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
天

文
年
間
末
（
一
五
五
○
年
代
初
め
）
に
は
舞
木
景か

げ

隆た
か
が
安あ

ん
西ざ

い
氏
に
代
わ
る
よ
う
に
古
河
公
方
の
奏
者

と
し
て
登
場
し
、
永
禄
年
間
（
一
五
六
○
年
代
）

に
は
定さ
だ
綱つ

な
と
改
名
し
て
活
動
し
ま
す
。
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享徳の乱要図（『中世の合戦と城郭』をもとに作成）

上州館林城図　群馬県立歴史博物館所蔵

上杉顕定書状　国立公文書館所蔵「豊嶋宮城文書」（資2‒№236）

足利成氏軍旗（複製）
古河歴史博物館所蔵
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編
１
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〜
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　明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）、
政
府
は
足
尾
鉱

毒
反
対
運
動
の
展
開
も
考
慮
し
て
、
足
尾
銅
山
の

鉱
業
継
続
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
被
害
地
域
の
地

価
修
正
（
地
租
の
恒
久
的
減
額
）
を
行
う
と
と
も

に
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
流
域
の
全
面
的
な
河
川

改
修
を
施
し
、
両
川
の
合
流
点
付
近
に
遊
水
地
を

設
置
す
る
対
策
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

足
尾
鉱
毒
反
対
運
動
の
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
対
策
に
基
づ
い
た
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の

改
修
工
事
は
、
遊
水
地
に
指
定
さ
れ
た
栃
木
県
谷や

中な
か
村
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
し
た
。
明
治
三
十
九

年
、
谷
中
村
は
廃
村
さ
れ
、
明
治
四
十
年
に
強
制

立
ち
退
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
部
住
民
は
仮
小

屋
を
つ
く
っ
て
住
み
続
け
て
抵
抗
し
ま
し
た
。
田

中
正
造
も
こ
の
対
策
を
受
け
入
れ
ず
、
以
降
は
活

動
拠
点
を
谷
中
村
に
移
し
て
運
動
を
続
け
ま
し
た
。

　他
方
で
、
そ
れ
ま
で
田
中
正
造
の
指
導
の
も
と

に
足
尾
鉱
毒
反
対
運
動
を
闘
っ
て
き
た
、
館
林
地

域
を
含
む
鉱
毒
被
害
地
の
住
民
た
ち
は
、
微
妙
な

立
場
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
た
ち
と
し
て

も
、
田
中
正
造
と
同
様
に
、
鉱
業
停
止
こ
そ
が
足

尾
鉱
毒
の
最
終
的
な
解
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
田
中
正
造
へ
の
敬
愛
の
念
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の
河
川
改
修

は
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
水
害
を

軽
減
す
る
も
の
で
、
住
民
た
ち
が
望
む
こ
と
の
一

つ
で
し
た
。
被
害
地
の
住
民
に
は
、
鉱
業
停
止
を

求
め
る
田
中
正
造
を
中
心
と
し
た
運
動
を

継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
政
府
の
方
針
を

受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て

き
た
の
で
す
。

　こ
の
被
害
地
域
住
民
の
意
識
の
変
容
を

巧
み
に
利
用
し
た
の
が
、
館
林
地
域
を
選

挙
地
盤
と
し
て
い
た
衆
議
院
議
員
武
藤
金き
ん

吉き
ち
で
し
た
。
武
藤
は
田
中
正
造
の
推
薦
を

得
て
明
治
三
十
七
年
に
衆
議
院
議
員
に
初

当
選
し
ま
す
が
、
明
治
四
十
年
に
立
憲
政

友
会
に
入
党
し
ま
し
た
。
立
憲
政
友
会

は
、
伊
藤
博
文
な
ど
の
藩
閥
の
一
部
と
帝

国
議
会
内
の
既
成
政
党
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
政

党
で
、
し
ば
し
ば
政
権
与
党
と
な
り
、
古
河
財
閥

と
強
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
武
藤
は
、
利
根

川
・
渡
良
瀬
川
の
改
修
工
事
促
進
を
声
高
に
主
張

し
、
さ
ら
に
、
田
中
正
造
が
作
り
上
げ
た
足
尾
鉱

毒
反
対
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
自
ら
の
選
挙

基
盤
に
か
え
て
い
き
ま
し
た
。

　栃
木
県
側
の
被
害
地
住
民
の
多
く
も
改
修
工
事

を
待
望
し
て
お
り
、
明
治
四
十
三
年
、
渡
良
瀬
川

改
修
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
田
中
正
造
は
、
政
府
の
弾
圧
も
あ
っ

て
、
孤
立
し
た
運
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
の
孤
立
が
、
田
中
正
造
の
独
自
な

思
想
形
成
を
促
し
ま
し
た
。
資
本
主
義
と
国
民
国

家
の
論
理
が
優
先
す
る
日
本
の
近
代
社
会
の
枠
組

み
の
中
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
鉱
毒
問
題
の
解
決

は
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に
、
田
中
正
造
は

独
自
の
宗
教
観
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
天
」
＝
「
自

然
」
に
よ
っ
て
の

み
真
の
解
決
が
な

さ
れ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
観
点
に
立
っ
て
、
正

造
は
、
近
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
―
私
有
財

産
・
軍
隊
・
政
府
な
ど
―
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
文
明
も
、
人
類
を
噛

み
殺
す
も
の
と
し
て
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
類
そ
れ
自
体
も
、「
万
物
の
霊
で
な
く
て
も
よ

ろ
し
。
万
物
の
奴
隷
で
も
よ
し
」
と
相
対
化
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
田
中
正
造
は
雲
龍

寺
近
く
の
栃
木
県
吾あ

妻づ
ま

村
（
現
佐
野
市
）
の
民
家

で
倒
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
群
馬
・
栃
木
両
県
の

被
害
民
た
ち
か
ら
手
厚
い
看
護
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
正
造
は
不
満
で
「
同
情

と
云
ふ
事
に
も
二
つ
あ
る
。
こ
の

田
中
正
造
へ
の
同
情
と
正
造
の
問

題
へ
の
同
情
と
は
分
け
て
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
皆
さ
ん
の
は
正
造

へ
の
同
情
で
、
問
題
へ
の
同
情
で

は
な
い
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
て

死
去
し
ま
し
た
。
正
造
の
行
動
や

思
想
は
、
自
然
破
壊
が
地
球
的
規

模
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
再

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
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現在の渡良瀬遊水地（栃木市藤岡町）

現在の旧谷中村延命院跡（栃木市藤岡町）

平成29年　足尾銅山の煙害で被害を受けた山々
（提供：NPO法人足尾鉱毒事件田中正造記念館）

明治45年６月17日　田中正造日記「真の文明は山を荒さず　
川を荒さず」と記した部分　佐野市郷土博物館所蔵

館林市雲龍寺境内の
田中正造の墓

明治43年 田中正造遺愛の写真
佐野市郷土博物館所蔵

平成29年　足尾銅山跡に植樹する市民
（提供：NPO法人足尾鉱毒事件田中正造記念館）

第五章 近代・現代

1
明
治
維
新
で
館
林
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

田
中
正
造
と
館
林
地
域
の
人
び
と

67

67
田
中
正
造
と
館
林
地
域
の
人
び
と

 

（
通
史
編
３

　100
〜
103
、
143
〜
168
ペ
ー
ジ
）

　古
墳
時
代
は
国
家
形
成
の
時
代
で
す
。
倭
国
の

成
立
を
証
拠
立
て
る
考
古
資
料
は
、
王
陵
を
頂
点

と
す
る
各
地
に
作
ら
れ
た
大
小
の
古
墳
で
す
。
こ

こ
で
は
次
の
時
代
と
の
関
係
か
ら
、
部
分
的
に
は

邑
楽
郡
域
の
遺
跡
も
含
め
て
み
て
い
き
ま
す
。

　館
林
・
邑
楽
地
域
の
古
墳
時
代
前
期
の
加か

法ぼ
う
師し

遺
跡・大
島
下し

も
悪あ

く
途と

遺
跡・道ど

う
満ま

ん
遺
跡
、
大
泉
町
の

御み

正し
ょ
う

作さ
く

遺
跡
か
ら
は
、「
パ
レ
ス
壺
」（
写
１
）や

「
Ｓ
字
状
口こ

う

縁え
ん

台
付
甕
」（
写
２
）と
呼
ば
れ
る
形

の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
集
落
は
伊

勢
湾
系
の
開
拓
者
の
主
導
の
も
と
に
営
ま
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
満
遺
跡
や
御
正
作
遺
跡

の
集
落
の
人
び
と
を
統
率
し
た
首
長
た
ち
は
、
集

落
の
中
央
に
造
ら
れ
た
墳
丘
の
低
い
方
形
・
円
形

の
周
し
ゅ
う
溝こ

う
墓ぼ

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
板
倉
町
の

赤
城
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
三さ

ん
角か

く
縁ぶ

ち
仏ぶ

つ

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
うは

、

渡
良
瀬
川
流
域
を
開
拓
し
た
集
団
の
首
長
が
、
三

世
紀
中
頃
に
倭
国
の
女
王
か
ら
分
け
与
え
ら
れ
た

鏡
と
み
ら
れ
ま
す
。

　古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
新
し
い
渡
来
系
文
化

が
館
林
・
邑
楽
地
域
に
も
伝
わ
り
、
そ
の
土
木
技

術
に
よ
っ
て
本
格
的
な
開
発
が
進
ん
で
、
集
落
の

数
が
増
え
る
と
と

も
に
規
模
の
大
き

な
集
落
も
出
て
き

ま
す
。
低
地
で
は

水
田
の
開
発
が
大

き
く
進
ん
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
集

落
か
ら
は
滑か
っ

石せ
き

製せ
い

の
紡ぼ

う
錘す

い
車し

ゃ
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
茂
林
寺
沼
の
花
粉
分

析
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
台
地
で
桑
が
栽
培
さ
れ
、

養
蚕
が
行
わ
れ
て
絹
織
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
大
泉
町
の
古こ

海か
い
原は

ら
前ま

え
一
号
古
墳

で
出
土
し
た
画が

文も
ん

帯た
い

同ど
う

向こ
う

式し
き

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う（
写
３
）

は
、
倭
の
五
王
が
中
国
南
朝
の
宋
か
ら
下
賜
さ

れ
、
各
地
の
首
長
に
分
け
与
え
ら
れ
た
鏡
で
す
。

ヤ
マ
ト
王
権
が
新
興
の
首
長
を
登
用
し
て
、
有
力

な
地
域
首
長
を
牽
制
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
々
良
村
第
三
五
号
墳

か
ら
出
土
し
た
五ご

鈴れ
い

杏ぎ
ょ
う

葉よ
う
（
写
４
）
は
、
ヤ
マ

ト
王
権
の
鏡
作
の
工
房
で
造
ら
れ
た
下
賜
品
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
々
良
村
第
一
三
号
墳
・

第
三
五
号
墳
か
ら
は
甲
冑
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
埋
葬
者
が
武
人
的
性
格
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　六
世
紀
後
半
に
な
る
と
館
林
・
邑
楽
地
域
で
も

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
、
市
域
で
は
天て
ん

神じ
ん

二ふ
た

子ご

古

墳
・
山さ

ん
王の

う
山や

ま
古
墳
・
富
士
山
古
墳
の
三
基
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
前
方
後
円
墳
は
、
そ
の
地
域
の
首

長
の
墓
、
円
墳
・
方
墳
な
ど
は
前
方
後
円
墳
の
埋

葬
者
に
続
く
有
力
者
の
墓
で
す
。

　館
林
市
内
で
唯
一
埋
葬
施
設
が
調
査
さ
れ
た
古

墳
は
、
六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
渕ふ
ち

ノの

上え

古
墳

（
羽
附
旭
町
）で
す（
写
５
・
６
）。
径
三
〇
メ
ー
ト

ル
の
円
墳
で
、
埴は
に

輪わ

（
円
筒
・
家
形
・
器
財
・
人

物
・
馬
形
埴
輪
）を
持
ち
、角か

く
閃せ

ん
石せ

き
安あ

ん
山ざ

ん
岩が

ん
で
造
っ

た
横
穴
式
石
室
で
す
。
出
土
品
に
は
鉄
大
刀
・
鉄て

つ

鏃ぞ
く
・
馬
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
横
穴
式
石
室
と

は
、
古
墳
の
墳
丘
の
中
に
あ
る
玄げ

ん
室し

つ
（
遺
体
を
納

め
る
室
）
に
羨せ

ん
道ど

う
（
外
か
ら
つ
な
が
る
通
路
）
を

造
り
つ
け
た
石
造
り
の
墓
室
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
横
穴
式
石
室
が
こ
の
地
域
で
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
少
し
考
え
て
み
ま
す
。

横
穴
式
石
室
を
六
世
紀
前
半
に
導
入
し
た
地
域

は
、
律
令
制
度
下
で
の
東と
う

山さ
ん

道ど
う

の
駅
路
沿
い
の
地

域
と
一
致
し
ま
す
。
横
穴
式
石
室
に
は
高
度
な
土

木
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
許
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
直
接
的
な
か
か
わ
り
の

あ
る
地
域
で
あ
っ
た
り
、
新
た
に
王
権
を
握
っ
た

継
体
天
皇
勢
力
の
基
盤
と
し
て
期
待
さ
れ
た
地
域

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
横
穴
式
石
室
の
波
及

に
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
動
向
と
一
体
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
古

墳
の
石
室
の
特
徴
は
、
石
材
に
角
閃
石
安
山
岩
の

川
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
川

原
石
は
、
六
世
紀
前
半
に
二
度
噴
火
し
た
榛
名
山

二
ッ
岳
か
ら
噴
出
し
た
軽
石
流
堆
積
物
の
軽
石
礫

が
も
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
知
ら
れ
て
い

る
こ
の
石
材
を
使
っ
た
古
墳
は
一
〇
〇
基
以
上
あ

り
、
多
く
は
利
根
川
水
系
に
沿
っ
て
点
々
と
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　館
林
・
邑
楽
地
域
は
古
墳
の
数
が
少
な
く
、
平

安
時
代
の
邑
楽
郡
も
池
田
・
疋
太
・
八

田
・
長
柄
の
四
郷
か
ら
な
る
小
さ
な
郡
で

し
た
。
そ
れ
ら
六
世
紀
後
半
の
前
方
後
円

墳
な
ど
の
分
布
か
ら
、
天
神
二
子
古
墳
・

山
王
山
古
墳
・
富
士
山
古
墳
の
あ
る
旧
矢

場
川
南
岸
東
部
地
域
、
道ど
う

明み
ょ
う

山や
ま

古
墳
・

舟
山
古
墳
・
筑
波
山
古
墳
の
あ
る
谷
田
川

北
岸
流
域
、
堂
山
古
墳
や
古
海
松
塚
古
墳

群
の
あ
る
利
根
川
北
岸
流
域
、
松
本
古
墳

群
の
あ
る
矢
場
川
南
岸
西
部
流
域
に
、
そ

れ
ぞ
れ
郷
の
も
と
に
な
っ
た
地
域
の
ま
と

ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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道満遺跡（館林市赤生田町）出土Ｓ字状口縁
台付甕　群馬県立歴史博物館所蔵（写２）

加法師遺跡（館林市加法師町）出土
パレス壺（写１）

古海原前１号古墳（大泉町）出土
画文帯同向式神獣鏡　大泉町教育
委員会所蔵（写３）

多々良村第35号古墳（館林市高根
町）出土五鈴杏葉　東京大学総合
研究博物館所蔵（写４）

渕ノ上古墳（館林市羽附旭町、昭和63年撮影）（写５）

渕ノ上古墳の横穴式石室（写６）

第二章 原始・古代

1
遺
跡
と
人
び
と
の
暮
ら
し

館
林
の
古
墳
と
文
化

13

13
館
林
の
古
墳
と
文
化
　（通
史
編
１
　138
〜
147
ペ
ー
ジ
）

　徳
川
四
天
王
を
ご
存
知
で
す
か
。
徳
川
家
康
に

仕
え
た
四
名
の
有
力
家
臣
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

一
人
に
榊
さ
か
き
原ば

ら
康や

す
政ま

さ
が
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ほ
か

の
三
名
は
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

・
本ほ

ん
多だ

忠た
だ

勝か
つ

・
酒さ

か
井い

忠た
だ

次つ
ぐ

で

す
。　康

政
は
、
家
康
の
も
と
で
数
々
の
合
戦
に
臨
み

多
く
の
武
功
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
正
十

八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
合
戦
に
よ
っ
て
、

関
東
の
有
力
な
戦
国
大
名
北
条
氏
を
降
し
た
豊
臣

秀
吉
か
ら
、
関
東
へ
移
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
家

康
が
江
戸
城
に
入
る
と
、
康
政
も
こ
れ
に
従
い
ま

し
た
。

　関
東
に
移
っ
た
家
康
は
、

家
臣
の
知ち

行ぎ
ょ
う

割わ
り
（
所
領
の
配

分
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ

の
実
務
に
当
た
っ
た
の
が
康
政

で
し
た
。
こ
の
知
行
割
で
は
、

下
級
の
家
臣
は
江
戸
周
辺
に
、

一
万
石
以
上
の
上
級
家
臣
は
関

東
の
周
縁
部
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
上
こ
う
ず
け
の野
国く

に
に
は
、
一
一
名
の
一
万
石
以
上
の
家

臣
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
は
二
〜
三
万
石

で
し
た
。
そ
の
な
か
で
箕み
の
輪わ

城
（
高
崎
市
）
に
は

井
伊
直
政
が
一
二
万
石
で
入
る
と
と
も
に
、
館
林

城
に
は
一
〇
万
石
で
康
政
が
入
り
ま
し
た
（
図
参

照
）。
館
林
城
は
、
家
康
の
領
国
に
含
ま
れ
て
い

な
い
下
し
も
つ
け
の野

国く
に

（
栃
木
県
）
や
常ひ

た
ち
の陸

国く
に

（
茨
城
県
）、

さ
ら
に
は
奥
羽
方
面
（
東
北
地
方
）
へ
の
備
え
と

し
て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
康
政
の
よ
う
な
有
力

家
臣
が
配
置
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　康
政
の
所
領
一
〇
万
石
の
範
囲
は
、
正
確
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、館
林
を
中
心
と
し
た
邑お
う

楽ら

郡

を
は
じ
め
、勢せ

多た

郡
・
新に

っ

田た

郡
、お
よ
び
下
野
国
梁や

な

田だ

郡
の
一
部
も
入
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
う
し
て
、
康
政
が
館
林
城
に
入
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
館
林
藩
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
館

林
藩
主
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
七
家
が
交
替
し

ま
す
が
（
表
参
照
）、
い
ず
れ
も
親
藩
・
譜
代
大

名
と
し
て
、
老
中
な
ど
の
幕
府
要
職
に
就
い
た
藩

主
も
多
く
出
ま
し
た
。

　さ
て
、
初
代
館
林
藩
主
と
な
っ
た
康
政
は
、
戦

国
の
遺
風
が
残
る
な
か
、
家
臣
が
不
法
・
乱
暴
を

し
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
「
禁き
ん
制ぜ

い
」
と
い
う
文
書

を
茂も

林り
ん
寺じ

や
龍

り
ゅ
う
興こ

う
寺じ

に
出
す
な
ど
し
て
、
人
心
の

安
定
を
図
り
ま
し
た
。

　一
方
、
年ね

ん
貢ぐ

を
徴
収
す
る
た
め
の
土
地
調
査
で

あ
る
検け
ん
地ち

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
館

林
城
の
拡
張
工
事
や
城
下
町
の
整
備
に
も
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
領
内
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
利
根
川
・
渡わ
た
良ら

瀬せ

川
な
ど
の
堤
防
工
事
を
行

う
な
ど
、
康
政
に
よ
っ
て
館
林
藩
の
基
礎
が
築
か

れ
、
城
下
町
発
展
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
こ
で
、
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
康
政
の
跡
を
継
い
だ
の
は
三
男
の
康や
す
勝か

つ

で
し
た
が
、
そ
の
正
室
は
熊
本
城
主
の
加
藤
清
正

の
娘
「
こ
や
」
で
す
。
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）

に
、
九
歳
で
康
勝
と
結
婚
し
ま
す
が
、
祝
言
の
場

所
を
め
ぐ
り
康
政
と
清
正
で
意
見
が
分
か
れ
た
よ

う
で
す
。
康
政
は
、
館
林
城
は
狭
く
て
迎
え
入
れ

る
た
め
の
普
請
も
で
き
な
い
と
し
て
、
江
戸
で
の

祝
言
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
清
正
は
館
林
へ
入
る

こ
と
を
望
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

で
祝
言
が
行
わ
れ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
清
正
に
対
し
て
康

政
は
見
栄
を
張
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　康
政
は
、
康
勝
の
婚
姻
を
見
届
け
た
あ
と
ま
も

な
く
、
慶
長
十
一
年
五
月
十
四
日
に
館
林
で
亡
く

な
り
ま
す
が
、亡な
き
骸が

ら
は
善ぜ

ん
導ど

う
寺じ

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

善
導
寺
に
は
、
康
勝
の
墓
も
あ
り
、
発
掘
調
査
で

康
政
・
康
勝
の
遺
骨
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
康
勝
の
あ
と
藩
主
に
な
っ
た
の
は
忠た
だ
次つ

ぐ

で
し
た
が
、
忠
次
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）

に
陸む

つ
の奥
国く

に
白
河（
福
島
県
）に
移
る
こ
と
に
な
り
、

三
代
に
わ
た
っ
た
榊
原
氏
の
藩
主
時
代
が
終
わ
り

ま
し
た
。
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絹本着色榊原康政像　
東京国立博物館所蔵
（Image: TNM Image Archives）

徳川家康関東入封後の諸侯配置図（天正18年）
※諏訪頼水は文禄元年入封榊原康政の墓（善導寺）

天正18年　榊原康政禁制（茂林寺宛）　茂林寺所蔵

江戸時代の歴代館林藩主
家名 藩主名 在 任 期 間 石　高 備　考

さかき

原
ばら

康政
やすまさ 天正 （ ）～慶長 （ ） 万石

康勝
やすかつ 慶長 （ ）～元和元（ ） 万石

忠次
ただつぐ 元和元（ ）～寛永 （ ） ～ 万石 白河・姫路へ転封

※寛永 年～正保元年　館林城は城番が置かれる

松
まつ

平
だいら

（大
お

給
ぎゅう

）
乗寿
のりなが 正保元（ ）～承応３（ ）６万石

乗久
のりひさ 承応３（ ）～寛文元（ ） 万石 佐倉・唐津へ転封

徳川
とくがわ 綱吉

つなよし 寛文元（ ）～延宝８（ ） 万石 ５代将軍となる

徳松
とくまつ 延宝８（ ）～天和３（ ） 万石

※天和３年～宝永４年　館林城は廃城となる

松
まつ

平
だいら

（越
お

智
ち

）
清武
きよたけ 宝永４（ ）～享保９（ ） ～ 万石

武雅
たけまさ 享保９（ ）～享保 （ ） 万石 棚倉へ転封

太
おお

田
た

資晴
すけはる 享保 （ ）～享保 （ ）５万石 大坂城代として転封

※享保 年～元文５年　館林城は城番が置かれる

資俊
すけとし 元文５（ ）～延享３（ ）５万石 掛川へ転封

松
まつ

平
だいら

（越
お

智
ち

）

武元
たけちか 延享３（ ）～安永８（ ） ～ 万石

武寛
たけひろ 安永８（ ）～天明４（ ） 万石

斉厚
なりあつ 天明４（ ）～天保７（ ） 万石 浜田へ転封

井上
いのうえ

正春
まさはる 天保７（ ）～弘化２（ ）６万石 浜松へ転封

秋元
あきもと 志朝

ゆきとも 弘化２（ ）～元治元（ ）６万石

礼朝
ひろとも 元治元（ ）～明治２（ ）６万石 明治２年に藩知事
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（
通
史
編
２
　６
〜
17
、
144
〜
149
ペ
ー
ジ
）

　池
沼
の
水
辺
は
多
様
な
生
物
が
生
育
す
る
、
豊

か
な
生
態
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
魚
類
の
産
卵
の

場
所
で
あ
っ
た
り
、
鳥
類
の
生
育
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
ト
ン
ボ
を
中
心
と
す
る
水
生
昆
虫
の
産
卵

や
給
き
ゅ
う
餌じ

の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
館
林
の
水
辺
や
湿
原
の
特
色
あ
る

植
物
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　湿
原
で
一
番
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
池
沼
の
ヨ

シ
や
マ
コ
モ
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
陸
地
か
ら
水
域

へ
と
つ
な
げ
る
大
切
な
植
生
で
す
。
あ
わ
せ
て
湿

地
に
生
育
す
る
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
ス
ゲ
属
も
、
生

物
の
多
様
性
を
担
保
す
る
希
少
な
植
生
な
の
で

す
。
護
岸
を
固
め
、
多
様
な
生
物
の
す
み
か
と
し

て
の
価
値
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　館
林
市
の
池
沼
や
低
湿
地
に
生
育
す
る
カ
サ
ス

ゲ
・
ア
ゼ
ス
ゲ
・
ヌ
マ
ア
ゼ
ス
ゲ
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
）・
ミ
コ
シ
ガ
ヤ
（
準
絶
滅
危
惧
）・
ウ
マ
ス
ゲ

（
同
）・
ヤ
ワ
ラ
ス
ゲ
な
ど
は
、
水
辺
の
基
盤
植

生
と
し
て
希
少
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
畑
の

雑
草
と
し
て
お
馴
染
み
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
仲
間

で
す
が
、
水
辺
を
形
成
す
る
に
は
重
要
な
植
生
で

す
。
他
の
多
く
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
植
物
は
秋
に

花
を
つ
け
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
ス
ゲ
属
は

三
月
か
ら
五
月
と
早
春
の
ツ
ツ
ジ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
な
ど
の
美
し
い
花
々
が
咲
い
て
い
る
と
き
に
、

水
辺
に
目
立
た
ぬ
花
穂
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　次
に
ム
ジ
ナ
モ
を
紹
介
し
ま
す
。
ム
ジ
ナ
モ

（
写
真
）
は
、
か
つ
て
多た

た々

良ら

沼ぬ
ま
・
城

じ
ょ
う
沼ぬ

ま
・
近
藤

沼
な
ど
に
生
育
し

て
い
た
浮
遊
の
食

虫
植
物
で
す
。
世

界
で
は
、
一
六
〇

〇
年
代
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
、
イ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
自
生
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
ほ
と

ん
ど
の
自
生
地
が

消
滅
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
は
牧
野
富
太

郎
が
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）五
月
十
一
日
、

江
戸
川
畔
で
最
初
に
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
潟
の
信
濃
川
水
系
、
大
阪
の
淀
川
水
系
、
愛
知

の
木
曽
川
水
系
、
関
東
の
利
根
川
水
系
で
次
々
に

そ
の
自
生
が
確
認
さ
れ
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
に
多
々
良
沼
の
ム
ジ
ナ
モ
が
国
の
天
然
記
念

物
第
一
号
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水

質
悪
化
な
ど
の
た
め
に
次
々
に
自
生
地
が
消
滅
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
努
力
に
よ
っ

て
細
々
と
ム
ジ
ナ
モ
の
栽
培
が
続
け
ら
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
ム
ジ
ナ
モ
栽
培
の
愛
好
家
は
多

い
よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
そ
の
栽
培
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　ム
ジ
ナ
モ
の
花
は
、
八
月
中
旬
の
水
温
が
三
〇

度
前
後
に
な
っ
た
午
前
一
〇
時
頃
、
つ
ぼ
み
の
つ

く
花
茎
を
気
中
に
伸
ば
し
、
約
二
時
間
か
か
っ
て

開
花
し
、
そ
の
後
一
時
間
三
〇
分
位
で
閉
じ
る
一

日
花
で
す
。
花
後
は
花
茎
を
水
面
に
屈
曲
さ
せ
、

ム
ジ
ナ
モ
本
体
の
茎
が
枯
れ
る
ま
で
そ
こ
に
つ
い

て
い
ま
す
。
他
で
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
神
秘
な
感

じ
の
花
で
す
。

　ム
ジ
ナ
モ
が
野
生
絶
滅
に
な
っ
た
の
は
、
水
質

の
変
化
な
ど
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
住
む
郷
土
の
自
然
環
境
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
周
り
の
植
生
と
共
に
多
様
性
が
失
わ
れ

た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　次
に
、
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ

類
）（
写
真
）
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
植
物
は
、
発

見
地
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
野
生
植
物
で
す
。
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
は
、

多
々
良
沼
が
原
産
地
な
の
で
す
。
希
少
植
物
の
原

産
地
は
、日
本
か
ら
次
々
と
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

館
林
市
に
自
生
し

て
い
た
オ
グ
ラ
ノ

フ
サ
モ
も
今
で
は

絶
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
れ

は
京
都
の
巨お

椋ぐ
ら
池い

け

で
三
木
茂
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
植

物
で
す
。
し
か
し

巨
椋
池
は
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
に
よ

り
、
す
で
に
消
滅

し
て
い
ま
す
。

　邑
楽
町
か
ら
渡
良
瀬
遊
水
地
に
か
け
て
は
、
カ

ン
ガ
レ
イ
よ
り
も
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
の
方
が
圧

倒
的
に
多
く
、
地
域
の
貴
重
な
郷
土
の
遺
伝
資
源

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
攪か
く
乱ら

ん
依
存

植
物
な
の
で
、
湿
田
の
耕
作
地
で
あ
れ
ば
、
そ
の

脇
の
水
路
な
ど
に
普
通
に
出
て
く
る
地
域
の
植
物

な
の
で
す
。

　も
う
一
つ
、
城
沼
の
ハ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
夏

に
な
る
と
、
花
ハ
ス
ク
ル
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
ハ

ス
で
す
。
近
年
の
調
査
で
、
城
沼
の
西
に
あ
る
尾お

曳び
き
橋
下
の
ハ
ス
は
、
館
林
に
人
び
と
が
住
み
始
め

た
頃
か
ら
城
沼
に
と
も
に
生
き
続
け
て
き
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
城
沼
東
側
の
ハ

ス
は
、
花
ハ
ス
ク
ル
ー
ズ
で
観
光
に
活
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
西
側
の
ハ
ス
が
城
沼
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
城

沼
に
生
育
す
る
ハ
ス
調
査
（
渡
邊
幹
男
二
〇
一

七
）
に
よ
っ
て
、
古
代
ハ
ス
で
知
ら
れ
る
大
賀
ハ

ス
や
行
田
ハ
ス
な
ど
と
並
び
古
い
時
代
の
も
の
で

あ
り
、
城
沼
の
ほ
と
り
に
生
き
続
け
て
き
た
ハ
ス

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

仮
に「
館
林
ハ
ス
」（
写
真
）と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

13  12

ムジナモの花（雌しべ５岐、雄しべ５本）

開花したムジナモ

館林ハス

タタラカンガレイ

第一章　自然

水
辺
と
湿
原
の
特
色
あ
る
植
物

6

2
館
林
の
特
色
あ
る
植
物

６
水
辺
と
湿
原
の
特
色
あ
る
植
物

 

（
特
別
編
３

　134
〜
169
ペ
ー
ジ
）

「館林の歴史」の構成

『
館
林
市
史
』
通
史
編
・
特
別
編
を
も
と
に
、
館
林
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
一
冊
に
ま
と
め
ま
し

た
。
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
の
流
れ
や
、
特
色
あ
る
自
然
・
民
俗
な
ど
94
項
目
か
ら

な
り
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
や
図
表
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
冊
で
手
軽
に
館
林
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下地写真：（表）城沼からつつじが岡公園を望む
（裏）館林城内全図（館林市史編さんセンター所蔵）
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　渡
良
瀬
川
右
岸
の
大
島
町
に
は
、
水
防
建
築
の

水
塚
（
ミ
ズ
カ
、
ク
ラ
と
呼
ぶ
）
が
今
も
十
数
棟

建
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

の
カ
ス
リ
ン
台
風
に
よ
る
大
雨
で
、
板
倉
町
海え

老び

瀬せ

付
近
の
渡
良
瀬
川
堤
防
が
決
壊
し
、
大
島
地
区

で
は
下
か
ら
溢
れ
る
よ
う
に
増
水
し
て
き
ま
し

た
。
九
月
十
五
日
の
夕
飯
時
分
に
半
鐘
が
け
た
た

ま
し
く
鳴
り
、
人
び
と
は
非
常
事
態
を
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
行
動
に
移
り
ま

し
た
が
、
家
に
よ
っ
て
は
床
上
浸
水
の
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
岡
里
地
区
か
ら
板
倉
町
に
か
け
て

は
、
し
ば
ら
く
水
が
引
か
ず
、
舟
で
行
き
来
す
る

状
況
で
し
た
。
観
音
地
区
か
ら
舟
で
救
援
物
資
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
人
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　岡
里
地
区
で
医
院
を
開
業
し
て
い
た
大
塚
女
医

は
、
大
水
後
に
板
倉
町
大お
お

曲ま
が
りと

大お
お

荷に
ん

場ば

で
疫え

き
痢り

流

行
の
た
め
、
舟
で
往
診
し
ま
し
た
。
当
初
は
古
い

舟
で
、
水
が
漏
る
の
で
新
調
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
と
き
の
舟
が
今
も
家
の
片
隅
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
王
地
区
の
磯
孝
男
家
で
は
避
難
用
の
舟

が
主
屋
の
土
間
の
梁
に
吊
り
下
げ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
十
年
代
に
大
水
の
心
配
は
な
い
と
判
断

し
、
古
い
舟
を
処
分
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
二
十
二
年
の
大
水
を
経
験
し
た
の
で
、
新
調
す

る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
多

く
、
岡
里
地
区
の
江
田
英
治
家
で
は
、
今
も
舟
が

玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
梁
下
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
水
後
、
過
去
の
大
水
の
怖
さ
を
知
る
人
が

競
っ
て
舟
を
作
り
ま
し
た
。

　大
水
に
よ
る
床
上
浸
水
が
あ
る
と
、
土
壁
は
冠

水
で
剥
落
し
ま
す
。
大
水
の
被
害
の
あ
っ
た
土
壁

を
見
る
と
冠
水
部
分
に
泥
水
に
よ
る
変
色
や
剥
落

が
目
立
ち
、
横
一
直
線
で
続
く
の
で
浸
水
位
置
が

よ
く
わ
か
る
の
で
す
。
隣
の
板
倉
町
海
老
瀬
の
江

田
家
で
は
、
屋
敷
ま
わ
り
の
塀
の
土
壁
が
一
定
の

高
さ
で
剥
げ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の
線
を
ミ
ズ

モ
リ
セ
ン
（
水
盛
り
線
）
と
呼
び
ま
す
。
江
田
家

の
ミ
ズ
モ
リ
セ
ン
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ

ン
台
風
の
傷
跡
で
す
。

　『ろ
く
ご
う
の
民
俗
』
に
は
「
明
治
四
十
三
年

の
洪
水
で
は
堀ほ
り

工く

の
被
害
も
す
ご
か
っ
た
。
水
塚

の
上
に
設
け
た
水
屋
に
も
水
が
来
た
。
水
が
溜

ま
っ
た
跡
が
現
在
で
も
水
屋
の
壁
に
シ
ミ
と
し
て

残
っ
て
い
る
」（
27
頁
）
と
聞
き
書
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
島
町
の
飯
塚
徹
家
の
長
屋
土
壁
に

は
、
床
か
ら
九
〇
セ
ン
チ
あ
た
り
に
横
に
ひ
び
割

れ
た
線
が
平
行
に
走
っ
て
い
ま
す
。
杉
材
の
柱
に

冠
水
値
を
示
す
墨
が
一
直
線
に
引
か
れ
、
そ
の
す

ぐ
下
に
「
四
十
三
年
、
水
量
」
と
二
行
で
書
か
れ

ま
す
。
そ
れ
は
明

治
四
十
三
年
の
大

水
の
冠
水
値
を
示

す
墨
書
で
す
。
計

測
す
る
と
長
屋
の

床
か
ら
九
六
セ
ン

チ
の
位
置
に
墨
で
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
の
大
水
で
は
、
明

治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
新
築
し
た
現
存
主

屋
が
床
上
浸
水
し
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
飯
塚

徹
家
の
標
高
は「
館
林
市
道
路
台
帳
」に
よ
る
と
、

一
八
七
〇
セ
ン
チ
で
す
。「
四
十
三
年
水
量
」
と

墨
書
さ
れ
た
位
置
ま
で
の
九
六
セ
ン
チ
を
加
算
す

る
と
、
浸
水
は
一
九
六
六
セ
ン
チ
と
な
り
、
明
治

四
十
三
年
に
大
島
町
を
襲
っ
た
洪
水
の
最
大
冠
水

値
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
メ
ー
ト
ル
近
い
大
水
の

浸
水
を
受
け
た
の
で
す
。
標
高
が
低
け
れ
ば
さ
ら

に
浸
水
し
た
の
で
す
。
大
島
町
に
は
水
防
建
築
と

し
て
の
水
塚
が
残
り
ま
す
が
、
明
治
四
十
三
年
の

大
水
で
は
す
べ
て
の
水
塚
が
浸
水
し
た
の
で
し
た
。

187  186

大島町観音地区にある水塚

渡良瀬川堤防から見た大島町の集落

江田家の揚舟（大島町岡里）

飯塚徹家のミズモリセン（直線の下に
「四十三年　水量」とある）

大塚家の揚舟（大島町岡里）

第六章 暮らしと民俗

1
町
と
村
の
暮
ら
し

水
と
と
も
に
生
き
る

88

88
水
と
と
も
に
生
き
る
　（特
別
編
６

　342
〜
377
ペ
ー
ジ
）

　応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）、
京
都
で
は
将
軍
足

利
義よ

し
政ま

さ
や
細
川
氏
を
中
心
と
す
る
勢
力
（
東
軍
）

と
斯し

波ば

氏
や
山
名
氏
を
中
心
と
す
る
勢
力（
西
軍
）

が
戦
い
を
始
め
ま
し
た
（
応お
う

仁に
ん

・
文ぶ

ん

明め
い

の
乱
）。

す
で
に
将
軍
義
政
と
交
戦
状
態
に
あ
る
古こ

河が

公く

方ぼ
う

足
利
成し

げ
氏う

じ
は
西
軍
の
足
利
義よ

し
視み

（
義
政
の
弟
）
に

接
近
し
ま
し
た
。
成
氏
は
翌
年
十
月
に
幕
府
・
上

杉
方
の
長な
が

尾お

景か
げ

人ひ
と

が
占
拠
す
る
足
利
荘
の
奪
還
に

動
き
、
十
月
八
日
に
上
杉
方
と
茂も

呂ろ

島じ
ま

・
綱つ

な
取と

り
原は

ら

（
伊
勢
崎
市
）
で
戦
い
ま
し
た
が
敗
れ
、
上
杉
方

の
岩
松
家
純
の
新
田
荘
復
帰
を
許
し
ま
し
た
。
劣

勢
に
ま
わ
っ
た
成
氏
は
閏
十
月
に
京
都
西
軍
と
軍

事
同
盟
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
樺か
ば

崎さ
き

城
・
八や

つ

椚く
ぬ
ぎ

城

（
足
利
市
）、
赤
見
城
（
佐
野
市
）、
そ
し
て
館
林

城
を
築
く
こ
と
で
攻
勢
に
転
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
上
杉
方
は
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に

新
田
荘
に
金
山
城
（
太
田
市
）
を
築
い
て
反
撃
の

機
会
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
四
月
、
上
杉
方
の
白し
ろ

井い

長
尾
景か

げ
信の

ぶ
が
五
十
子
陣
（
埼
玉
県
本
庄
市
）
か

ら
出
陣
し
、
八
椚
城
・
赤
見
城
・
樺
崎
城
を
立
て

続
け
に
攻
め
落
と
し
ま
し
た
（
資
２
―
№
233
・
239

等
）。
四
月
の
段
階
で
上
杉
方
は
足
利
荘
東
方
の

諸
城
を
落
城
さ
せ
る
と
、
翌
五
月
に
は
佐
貫
荘
に

進
ん
で
、
館
林
城
あ
る
い
は
舞
木
城（
千
代
田
町
）

に
陣
を
取
り
ま
し
た
。
館
林
城
に
は
成
氏
方
の
赤

井
氏
と
高こ
う
（
早さ

河が
わ
田だ

）
師も

ろ
久ひ

さ
が
籠ろ

う
城じ

ょ
うし
、
抵
抗
し

て
い
ま
し
た
（
資
２
―
№
235
）。

　成
氏
が
師
久
に
宛
て
た
五
月
一
日
付
の
書
状

（
館
林
城
の
初
見
史
料
、
資
２
―
№
235
）
に
よ
る

と
、
館
林
城
は
三
方
を
湖
水
に
囲
ま
れ
て
い
て
、

攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
北
側
の
一
方
の
み

と
い
う
要
害
で
し
た
。
上
杉
方
は
長
尾
景
信
・
景か

げ

春は
る

父
子
、
長
尾
忠た

だ

景か
げ
（
景
信
の
弟
）、
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

以
下
約
六
〇
〇
〇
騎
が
城
の
東
と
北
を
囲
み
、
成

氏
方
の
結
城
・
佐
野
・
小
山
氏
ら
は
城

じ
ょ
う

沼ぬ
ま

に
面
し

た
城
の
西
と
南
か
ら
舟
で
救
援
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
上
杉
方
は
、
水
路
の
西
表
の
篠さ
さ

崎ざ
き

に

夜
間
当
番
で
警
固
し
、
敵
舟
の
侵
入
を
阻
止
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
成
氏
か
ら
師
久
へ
の
書
状
は
こ

の
よ
う
な
厳げ
ん
戒か

い
体
制
の
中
を
か
い
く
ぐ
っ
て
届
け

ら
れ
、「
城
主
赤
井
文
三
・
文
六
と
よ
く
よ
く
相

談
し
て
、
忠
節
に
励は
げ

め
」
と
激げ

き
励れ

い
を
送
っ
た
の
で

し
た
。
そ
れ
で
も
大
軍
に
囲
ま
れ
る
中
で
犠
牲
者

も
増
え
、
城
内
の
士
気
は
低
下
す
る
一
方
で
し

た
。
五
月
二
十
三
日
、
つ
い
に
籠
城
軍
を
代
表
す

る
赤
井
信し
な

濃の
の

入に
ゅ
う

道ど
う

が
降
伏
し
開
城
し
ま
し
た（
資

２
―
№
236
・
237
・
238
、
写
真
）。

　館
林
城
を
攻
略
し
た
上
杉
方
は
再
び
東
山
道

（
あ
ず
ま
道
）
に
進
路
を
取
り
、
赤
塚
（
佐
野
市
）

に
陣
を
張
っ
た
長
尾
忠
景
が
甲
か
ぶ
と

城
（
岩
船
山
）、

つ
い
で
児こ

玉だ
ま
塚づ

か
（
栃
木
市
）
を
攻
撃
し
ま
し
た
。

五
月
に
は
成
氏
方
の
重
鎮
で
あ
っ
た
小お

山や
ま

持も
ち

政ま
さ

と

佐
野
氏
・
小
田
氏
ら
が
上
杉
方
に
寝
返
っ
た
こ
と

で
、
上
杉
方
は
七
千
余
騎
の
軍
勢
に
な
っ
て
古
河

に
迫
り
、
六
月
つ
い
に
成
氏
を
古
河
か
ら
下し
も
総う

さ
国

佐
倉（
千
葉
県
佐
倉
市
）に
退
去
さ
せ
ま
し
た（『
鎌

倉
大
草
子
』）。

　文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
五
十
子
の
上
杉
顕あ
き

定さ
だ

の
家か

宰さ
い

（
執
事
）
の
長
尾
景
信
が
死
去
し
ま
し

た
。
顕
定
が
次
期
家
宰
を
嫡

ち
ゃ
く

子し

景
春
で
は
な
く
、

景
信
の
弟
で
総そ

う
社じ

ゃ
長
尾
氏
を
継
い
だ
忠
景
に
命
じ

た
こ
と
で
、
同
九
年
、
不
満
を
も
っ
た
景
春
が
反

乱
を
起
こ
し
ま
し
た
（
長
尾
景
春
の
乱
）。
こ
れ

に
よ
り
、
上
杉
方
は
成
氏
方
と
の
合
戦
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
翌
十
年
に
両
者
は
和わ

睦ぼ
く

し

て
停
戦
と
な
り
ま
し
た
。
文
明
十
四
年
（
一
四
八

二
）、
つ
い
に
足
利
義
政
と
成
氏
と
の
間
で
講
和

が
成
立
し
た
こ
と
で
享
徳
の
乱
が
正
式
に
終
結
し

ま
し
た
。

　と
こ
ろ
で
、
舞
木
氏
は
次
第
に
佐
貫
荘
か
ら
古

河
に
拠
点
を
移
し
、
古
河
公
方
に
政
務
を
取
り
次

ぐ
奏そ
う

者じ
ゃ

と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
天

文
年
間
末
（
一
五
五
○
年
代
初
め
）
に
は
舞
木
景か

げ

隆た
か

が
安あ

ん
西ざ

い
氏
に
代
わ
る
よ
う
に
古
河
公
方
の
奏
者

と
し
て
登
場
し
、
永
禄
年
間
（
一
五
六
○
年
代
）

に
は
定さ
だ

綱つ
な

と
改
名
し
て
活
動
し
ま
す
。

51  50

享徳の乱要図（『中世の合戦と城郭』をもとに作成）

上州館林城図　群馬県立歴史博物館所蔵

上杉顕定書状　国立公文書館所蔵「豊嶋宮城文書」（資2‒№236）

足利成氏軍旗（複製）
古河歴史博物館所蔵

第三章　中世
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年
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林
城
の
戦
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　明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）、
政
府
は
足
尾
鉱

毒
反
対
運
動
の
展
開
も
考
慮
し
て
、
足
尾
銅
山
の

鉱
業
継
続
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
被
害
地
域
の
地

価
修
正
（
地
租
の
恒
久
的
減
額
）
を
行
う
と
と
も

に
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
流
域
の
全
面
的
な
河
川

改
修
を
施
し
、
両
川
の
合
流
点
付
近
に
遊
水
地
を

設
置
す
る
対
策
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

足
尾
鉱
毒
反
対
運
動
の
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
対
策
に
基
づ
い
た
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の

改
修
工
事
は
、
遊
水
地
に
指
定
さ
れ
た
栃
木
県
谷や

中な
か
村
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
し
た
。
明
治
三
十
九

年
、
谷
中
村
は
廃
村
さ
れ
、
明
治
四
十
年
に
強
制

立
ち
退
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
部
住
民
は
仮
小

屋
を
つ
く
っ
て
住
み
続
け
て
抵
抗
し
ま
し
た
。
田

中
正
造
も
こ
の
対
策
を
受
け
入
れ
ず
、
以
降
は
活

動
拠
点
を
谷
中
村
に
移
し
て
運
動
を
続
け
ま
し
た
。

　他
方
で
、
そ
れ
ま
で
田
中
正
造
の
指
導
の
も
と

に
足
尾
鉱
毒
反
対
運
動
を
闘
っ
て
き
た
、
館
林
地

域
を
含
む
鉱
毒
被
害
地
の
住
民
た
ち
は
、
微
妙
な

立
場
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
た
ち
と
し
て

も
、
田
中
正
造
と
同
様
に
、
鉱
業
停
止
こ
そ
が
足

尾
鉱
毒
の
最
終
的
な
解
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
田
中
正
造
へ
の
敬
愛
の
念
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の
河
川
改
修

は
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
水
害
を

軽
減
す
る
も
の
で
、
住
民
た
ち
が
望
む
こ
と
の
一

つ
で
し
た
。
被
害
地
の
住
民
に
は
、
鉱
業
停
止
を

求
め
る
田
中
正
造
を
中
心
と
し
た
運
動
を

継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
政
府
の
方
針
を

受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て

き
た
の
で
す
。

　こ
の
被
害
地
域
住
民
の
意
識
の
変
容
を

巧
み
に
利
用
し
た
の
が
、
館
林
地
域
を
選

挙
地
盤
と
し
て
い
た
衆
議
院
議
員
武
藤
金き
ん

吉き
ち

で
し
た
。
武
藤
は
田
中
正
造
の
推
薦
を

得
て
明
治
三
十
七
年
に
衆
議
院
議
員
に
初

当
選
し
ま
す
が
、
明
治
四
十
年
に
立
憲
政

友
会
に
入
党
し
ま
し
た
。
立
憲
政
友
会

は
、
伊
藤
博
文
な
ど
の
藩
閥
の
一
部
と
帝

国
議
会
内
の
既
成
政
党
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
政

党
で
、
し
ば
し
ば
政
権
与
党
と
な
り
、
古
河
財
閥

と
強
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
武
藤
は
、
利
根

川
・
渡
良
瀬
川
の
改
修
工
事
促
進
を
声
高
に
主
張

し
、
さ
ら
に
、
田
中
正
造
が
作
り
上
げ
た
足
尾
鉱

毒
反
対
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
自
ら
の
選
挙

基
盤
に
か
え
て
い
き
ま
し
た
。

　栃
木
県
側
の
被
害
地
住
民
の
多
く
も
改
修
工
事

を
待
望
し
て
お
り
、
明
治
四
十
三
年
、
渡
良
瀬
川

改
修
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
田
中
正
造
は
、
政
府
の
弾
圧
も
あ
っ

て
、
孤
立
し
た
運
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
の
孤
立
が
、
田
中
正
造
の
独
自
な

思
想
形
成
を
促
し
ま
し
た
。
資
本
主
義
と
国
民
国

家
の
論
理
が
優
先
す
る
日
本
の
近
代
社
会
の
枠
組

み
の
中
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
鉱
毒
問
題
の
解
決

は
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に
、
田
中
正
造
は

独
自
の
宗
教
観
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
天
」
＝
「
自

然
」
に
よ
っ
て
の

み
真
の
解
決
が
な

さ
れ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
観
点
に
立
っ
て
、
正

造
は
、
近
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
―
私
有
財

産
・
軍
隊
・
政
府
な
ど
―
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
文
明
も
、
人
類
を
噛

み
殺
す
も
の
と
し
て
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
類
そ
れ
自
体
も
、「
万
物
の
霊
で
な
く
て
も
よ

ろ
し
。
万
物
の
奴
隷
で
も
よ
し
」
と
相
対
化
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
田
中
正
造
は
雲
龍

寺
近
く
の
栃
木
県
吾あ

妻づ
ま

村
（
現
佐
野
市
）
の
民
家

で
倒
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
群
馬
・
栃
木
両
県
の

被
害
民
た
ち
か
ら
手
厚
い
看
護
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
正
造
は
不
満
で
「
同
情

と
云
ふ
事
に
も
二
つ
あ
る
。
こ
の

田
中
正
造
へ
の
同
情
と
正
造
の
問

題
へ
の
同
情
と
は
分
け
て
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
皆
さ
ん
の
は
正
造

へ
の
同
情
で
、
問
題
へ
の
同
情
で

は
な
い
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
て

死
去
し
ま
し
た
。
正
造
の
行
動
や

思
想
は
、
自
然
破
壊
が
地
球
的
規

模
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
再

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

143  142

現在の渡良瀬遊水地（栃木市藤岡町）

現在の旧谷中村延命院跡（栃木市藤岡町）

平成29年　足尾銅山の煙害で被害を受けた山々
（提供：NPO法人足尾鉱毒事件田中正造記念館）

明治45年６月17日　田中正造日記「真の文明は山を荒さず　
川を荒さず」と記した部分　佐野市郷土博物館所蔵

館林市雲龍寺境内の
田中正造の墓

明治43年 田中正造遺愛の写真
佐野市郷土博物館所蔵

平成29年　足尾銅山跡に植樹する市民
（提供：NPO法人足尾鉱毒事件田中正造記念館）

第五章 近代・現代

1
明
治
維
新
で
館
林
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

田
中
正
造
と
館
林
地
域
の
人
び
と

67

67
田
中
正
造
と
館
林
地
域
の
人
び
と
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　古
墳
時
代
は
国
家
形
成
の
時
代
で
す
。
倭
国
の

成
立
を
証
拠
立
て
る
考
古
資
料
は
、
王
陵
を
頂
点

と
す
る
各
地
に
作
ら
れ
た
大
小
の
古
墳
で
す
。
こ

こ
で
は
次
の
時
代
と
の
関
係
か
ら
、
部
分
的
に
は

邑
楽
郡
域
の
遺
跡
も
含
め
て
み
て
い
き
ま
す
。

　館
林
・
邑
楽
地
域
の
古
墳
時
代
前
期
の
加か

法ぼ
う

師し

遺
跡・大
島
下し

も
悪あ

く
途と

遺
跡・道ど

う
満ま

ん
遺
跡
、
大
泉
町
の

御み

正し
ょ
う

作さ
く

遺
跡
か
ら
は
、「
パ
レ
ス
壺
」（
写
１
）や

「
Ｓ
字
状
口こ

う

縁え
ん

台
付
甕
」（
写
２
）と
呼
ば
れ
る
形

の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
集
落
は
伊

勢
湾
系
の
開
拓
者
の
主
導
の
も
と
に
営
ま
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
満
遺
跡
や
御
正
作
遺
跡

の
集
落
の
人
び
と
を
統
率
し
た
首
長
た
ち
は
、
集

落
の
中
央
に
造
ら
れ
た
墳
丘
の
低
い
方
形
・
円
形

の
周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
板
倉
町
の

赤
城
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
三さ

ん
角か

く
縁ぶ

ち
仏ぶ

つ

獣じ
ゅ
う
鏡き

ょ
うは
、

渡
良
瀬
川
流
域
を
開
拓
し
た
集
団
の
首
長
が
、
三

世
紀
中
頃
に
倭
国
の
女
王
か
ら
分
け
与
え
ら
れ
た

鏡
と
み
ら
れ
ま
す
。

　古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
新
し
い
渡
来
系
文
化

が
館
林
・
邑
楽
地
域
に
も
伝
わ
り
、
そ
の
土
木
技

術
に
よ
っ
て
本
格
的
な
開
発
が
進
ん
で
、
集
落
の

数
が
増
え
る
と
と

も
に
規
模
の
大
き

な
集
落
も
出
て
き

ま
す
。
低
地
で
は

水
田
の
開
発
が
大

き
く
進
ん
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
集

落
か
ら
は
滑か
っ
石せ

き
製せ

い

の
紡ぼ

う
錘す

い
車し

ゃ
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
茂
林
寺
沼
の
花
粉
分

析
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
台
地
で
桑
が
栽
培
さ
れ
、

養
蚕
が
行
わ
れ
て
絹
織
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
大
泉
町
の
古こ

海か
い

原は
ら

前ま
え

一
号
古
墳

で
出
土
し
た
画が

文も
ん

帯た
い

同ど
う

向こ
う

式し
き

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う（

写
３
）

は
、
倭
の
五
王
が
中
国
南
朝
の
宋
か
ら
下
賜
さ

れ
、
各
地
の
首
長
に
分
け
与
え
ら
れ
た
鏡
で
す
。

ヤ
マ
ト
王
権
が
新
興
の
首
長
を
登
用
し
て
、
有
力

な
地
域
首
長
を
牽
制
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
々
良
村
第
三
五
号
墳

か
ら
出
土
し
た
五ご

鈴れ
い

杏ぎ
ょ
う

葉よ
う

（
写
４
）
は
、
ヤ
マ

ト
王
権
の
鏡
作
の
工
房
で
造
ら
れ
た
下
賜
品
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
々
良
村
第
一
三
号
墳
・

第
三
五
号
墳
か
ら
は
甲
冑
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
埋
葬
者
が
武
人
的
性
格
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　六
世
紀
後
半
に
な
る
と
館
林
・
邑
楽
地
域
で
も

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
、
市
域
で
は
天て
ん

神じ
ん

二ふ
た

子ご

古

墳
・
山さ

ん
王の

う
山や

ま
古
墳
・
富
士
山
古
墳
の
三
基
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
前
方
後
円
墳
は
、
そ
の
地
域
の
首

長
の
墓
、
円
墳
・
方
墳
な
ど
は
前
方
後
円
墳
の
埋

葬
者
に
続
く
有
力
者
の
墓
で
す
。

　館
林
市
内
で
唯
一
埋
葬
施
設
が
調
査
さ
れ
た
古

墳
は
、
六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
渕ふ
ち

ノの

上え

古
墳

（
羽
附
旭
町
）で
す（
写
５
・
６
）。
径
三
〇
メ
ー
ト

ル
の
円
墳
で
、
埴は
に

輪わ

（
円
筒
・
家
形
・
器
財
・
人

物
・
馬
形
埴
輪
）を
持
ち
、角か

く
閃せ

ん
石せ

き
安あ

ん
山ざ

ん
岩が

ん
で
造
っ

た
横
穴
式
石
室
で
す
。
出
土
品
に
は
鉄
大
刀
・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

・
馬
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
横
穴
式
石
室
と

は
、
古
墳
の
墳
丘
の
中
に
あ
る
玄げ

ん
室し

つ
（
遺
体
を
納

め
る
室
）
に
羨せ

ん
道ど

う
（
外
か
ら
つ
な
が
る
通
路
）
を

造
り
つ
け
た
石
造
り
の
墓
室
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
横
穴
式
石
室
が
こ
の
地
域
で
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
少
し
考
え
て
み
ま
す
。

横
穴
式
石
室
を
六
世
紀
前
半
に
導
入
し
た
地
域

は
、
律
令
制
度
下
で
の
東と
う
山さ

ん
道ど

う
の
駅
路
沿
い
の
地

域
と
一
致
し
ま
す
。
横
穴
式
石
室
に
は
高
度
な
土

木
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
許
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
直
接
的
な
か
か
わ
り
の

あ
る
地
域
で
あ
っ
た
り
、
新
た
に
王
権
を
握
っ
た

継
体
天
皇
勢
力
の
基
盤
と
し
て
期
待
さ
れ
た
地
域

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
横
穴
式
石
室
の
波
及

に
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
動
向
と
一
体
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
古

墳
の
石
室
の
特
徴
は
、
石
材
に
角
閃
石
安
山
岩
の

川
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
川

原
石
は
、
六
世
紀
前
半
に
二
度
噴
火
し
た
榛
名
山

二
ッ
岳
か
ら
噴
出
し
た
軽
石
流
堆
積
物
の
軽
石
礫

が
も
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
知
ら
れ
て
い

る
こ
の
石
材
を
使
っ
た
古
墳
は
一
〇
〇
基
以
上
あ

り
、
多
く
は
利
根
川
水
系
に
沿
っ
て
点
々
と
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　館
林
・
邑
楽
地
域
は
古
墳
の
数
が
少
な
く
、
平

安
時
代
の
邑
楽
郡
も
池
田
・
疋
太
・
八

田
・
長
柄
の
四
郷
か
ら
な
る
小
さ
な
郡
で

し
た
。
そ
れ
ら
六
世
紀
後
半
の
前
方
後
円

墳
な
ど
の
分
布
か
ら
、
天
神
二
子
古
墳
・

山
王
山
古
墳
・
富
士
山
古
墳
の
あ
る
旧
矢

場
川
南
岸
東
部
地
域
、
道ど
う

明み
ょ
う

山や
ま

古
墳
・

舟
山
古
墳
・
筑
波
山
古
墳
の
あ
る
谷
田
川

北
岸
流
域
、
堂
山
古
墳
や
古
海
松
塚
古
墳

群
の
あ
る
利
根
川
北
岸
流
域
、
松
本
古
墳

群
の
あ
る
矢
場
川
南
岸
西
部
流
域
に
、
そ

れ
ぞ
れ
郷
の
も
と
に
な
っ
た
地
域
の
ま
と

ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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道満遺跡（館林市赤生田町）出土Ｓ字状口縁
台付甕　群馬県立歴史博物館所蔵（写２）

加法師遺跡（館林市加法師町）出土
パレス壺（写１）

古海原前１号古墳（大泉町）出土
画文帯同向式神獣鏡　大泉町教育
委員会所蔵（写３）

多々良村第35号古墳（館林市高根
町）出土五鈴杏葉　東京大学総合
研究博物館所蔵（写４）

渕ノ上古墳（館林市羽附旭町、昭和63年撮影）（写５）

渕ノ上古墳の横穴式石室（写６）

第二章 原始・古代

1
遺
跡
と
人
び
と
の
暮
ら
し

館
林
の
古
墳
と
文
化

13

13
館
林
の
古
墳
と
文
化
　（通
史
編
１

　138
〜
147
ペ
ー
ジ
）

　徳
川
四
天
王
を
ご
存
知
で
す
か
。
徳
川
家
康
に

仕
え
た
四
名
の
有
力
家
臣
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

一
人
に
榊
さ
か
き

原ば
ら

康や
す

政ま
さ

が
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ほ
か

の
三
名
は
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

・
本ほ

ん
多だ

忠た
だ

勝か
つ

・
酒さ

か
井い

忠た
だ

次つ
ぐ

で

す
。　康

政
は
、
家
康
の
も
と
で
数
々
の
合
戦
に
臨
み

多
く
の
武
功
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
正
十

八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
合
戦
に
よ
っ
て
、

関
東
の
有
力
な
戦
国
大
名
北
条
氏
を
降
し
た
豊
臣

秀
吉
か
ら
、
関
東
へ
移
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
家

康
が
江
戸
城
に
入
る
と
、
康
政
も
こ
れ
に
従
い
ま

し
た
。

　関
東
に
移
っ
た
家
康
は
、

家
臣
の
知ち

行ぎ
ょ
う

割わ
り
（
所
領
の
配

分
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ

の
実
務
に
当
た
っ
た
の
が
康
政

で
し
た
。
こ
の
知
行
割
で
は
、

下
級
の
家
臣
は
江
戸
周
辺
に
、

一
万
石
以
上
の
上
級
家
臣
は
関

東
の
周
縁
部
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
上
こ
う
ず
け
の野
国く

に
に
は
、
一
一
名
の
一
万
石
以
上
の
家

臣
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
は
二
〜
三
万
石

で
し
た
。
そ
の
な
か
で
箕み
の

輪わ

城
（
高
崎
市
）
に
は

井
伊
直
政
が
一
二
万
石
で
入
る
と
と
も
に
、
館
林

城
に
は
一
〇
万
石
で
康
政
が
入
り
ま
し
た
（
図
参

照
）。
館
林
城
は
、
家
康
の
領
国
に
含
ま
れ
て
い

な
い
下
し
も
つ
け
の野

国く
に

（
栃
木
県
）
や
常ひ

た
ち
の陸

国く
に

（
茨
城
県
）、

さ
ら
に
は
奥
羽
方
面
（
東
北
地
方
）
へ
の
備
え
と

し
て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
康
政
の
よ
う
な
有
力

家
臣
が
配
置
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　康
政
の
所
領
一
〇
万
石
の
範
囲
は
、
正
確
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、館
林
を
中
心
と
し
た
邑お
う

楽ら

郡

を
は
じ
め
、勢せ

多た

郡
・
新に

っ

田た

郡
、お
よ
び
下
野
国
梁や

な

田だ

郡
の
一
部
も
入
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
う
し
て
、
康
政
が
館
林
城
に
入
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
館
林
藩
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
館

林
藩
主
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
七
家
が
交
替
し

ま
す
が
（
表
参
照
）、
い
ず
れ
も
親
藩
・
譜
代
大

名
と
し
て
、
老
中
な
ど
の
幕
府
要
職
に
就
い
た
藩

主
も
多
く
出
ま
し
た
。

　さ
て
、
初
代
館
林
藩
主
と
な
っ
た
康
政
は
、
戦

国
の
遺
風
が
残
る
な
か
、
家
臣
が
不
法
・
乱
暴
を

し
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
「
禁き
ん
制ぜ

い
」
と
い
う
文
書

を
茂も

林り
ん
寺じ

や
龍

り
ゅ
う
興こ

う
寺じ

に
出
す
な
ど
し
て
、
人
心
の

安
定
を
図
り
ま
し
た
。

　一
方
、
年ね

ん
貢ぐ

を
徴
収
す
る
た
め
の
土
地
調
査
で

あ
る
検け
ん
地ち

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
館

林
城
の
拡
張
工
事
や
城
下
町
の
整
備
に
も
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
領
内
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
利
根
川
・
渡わ
た
良ら

瀬せ

川
な
ど
の
堤
防
工
事
を
行

う
な
ど
、
康
政
に
よ
っ
て
館
林
藩
の
基
礎
が
築
か

れ
、
城
下
町
発
展
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
こ
で
、
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
康
政
の
跡
を
継
い
だ
の
は
三
男
の
康や
す
勝か

つ

で
し
た
が
、
そ
の
正
室
は
熊
本
城
主
の
加
藤
清
正

の
娘
「
こ
や
」
で
す
。
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）

に
、
九
歳
で
康
勝
と
結
婚
し
ま
す
が
、
祝
言
の
場

所
を
め
ぐ
り
康
政
と
清
正
で
意
見
が
分
か
れ
た
よ

う
で
す
。
康
政
は
、
館
林
城
は
狭
く
て
迎
え
入
れ

る
た
め
の
普
請
も
で
き
な
い
と
し
て
、
江
戸
で
の

祝
言
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
清
正
は
館
林
へ
入
る

こ
と
を
望
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

で
祝
言
が
行
わ
れ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
清
正
に
対
し
て
康

政
は
見
栄
を
張
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　康
政
は
、
康
勝
の
婚
姻
を
見
届
け
た
あ
と
ま
も

な
く
、
慶
長
十
一
年
五
月
十
四
日
に
館
林
で
亡
く

な
り
ま
す
が
、亡な
き
骸が

ら
は
善ぜ

ん
導ど

う
寺じ

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

善
導
寺
に
は
、
康
勝
の
墓
も
あ
り
、
発
掘
調
査
で

康
政
・
康
勝
の
遺
骨
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
康
勝
の
あ
と
藩
主
に
な
っ
た
の
は
忠た
だ
次つ

ぐ

で
し
た
が
、
忠
次
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）

に
陸む

つ
の奥

国く
に

白
河（
福
島
県
）に
移
る
こ
と
に
な
り
、

三
代
に
わ
た
っ
た
榊
原
氏
の
藩
主
時
代
が
終
わ
り

ま
し
た
。
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絹本着色榊原康政像　
東京国立博物館所蔵
（Image: TNM Image Archives）

徳川家康関東入封後の諸侯配置図（天正18年）
※諏訪頼水は文禄元年入封榊原康政の墓（善導寺）

天正18年　榊原康政禁制（茂林寺宛）　茂林寺所蔵

江戸時代の歴代館林藩主
家名 藩主名 在 任 期 間 石　高 備　考

さかき

原
ばら

康政
やすまさ 天正 （ ）～慶長 （ ） 万石

康勝
やすかつ 慶長 （ ）～元和元（ ） 万石

忠次
ただつぐ 元和元（ ）～寛永 （ ） ～ 万石 白河・姫路へ転封

※寛永 年～正保元年　館林城は城番が置かれる

松
まつ

平
だいら

（大
お

給
ぎゅう

）
乗寿
のりなが 正保元（ ）～承応３（ ）６万石

乗久
のりひさ 承応３（ ）～寛文元（ ） 万石 佐倉・唐津へ転封

徳川
とくがわ 綱吉

つなよし 寛文元（ ）～延宝８（ ） 万石 ５代将軍となる

徳松
とくまつ 延宝８（ ）～天和３（ ） 万石

※天和３年～宝永４年　館林城は廃城となる

松
まつ

平
だいら

（越
お

智
ち

）
清武
きよたけ 宝永４（ ）～享保９（ ） ～ 万石

武雅
たけまさ 享保９（ ）～享保 （ ） 万石 棚倉へ転封

太
おお

田
た

資晴
すけはる 享保 （ ）～享保 （ ）５万石 大坂城代として転封

※享保 年～元文５年　館林城は城番が置かれる

資俊
すけとし 元文５（ ）～延享３（ ）５万石 掛川へ転封

松
まつ

平
だいら

（越
お

智
ち

）

武元
たけちか 延享３（ ）～安永８（ ） ～ 万石

武寛
たけひろ 安永８（ ）～天明４（ ） 万石

斉厚
なりあつ 天明４（ ）～天保７（ ） 万石 浜田へ転封

井上
いのうえ

正春
まさはる 天保７（ ）～弘化２（ ）６万石 浜松へ転封

秋元
あきもと 志朝

ゆきとも 弘化２（ ）～元治元（ ）６万石

礼朝
ひろとも 元治元（ ）～明治２（ ）６万石 明治２年に藩知事

第四章　近世

1
殿
様
の
移
り
か
わ
り

館
林
藩
の
成
立
と
榊
原
康
政

41

41
館
林
藩
の
成
立
と
榊
原
康
政

 

（
通
史
編
２

　６
〜
17
、
144
〜
149
ペ
ー
ジ
）

　池
沼
の
水
辺
は
多
様
な
生
物
が
生
育
す
る
、
豊

か
な
生
態
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
魚
類
の
産
卵
の

場
所
で
あ
っ
た
り
、
鳥
類
の
生
育
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
ト
ン
ボ
を
中
心
と
す
る
水
生
昆
虫
の
産
卵

や
給
き
ゅ
う
餌じ

の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
館
林
の
水
辺
や
湿
原
の
特
色
あ
る

植
物
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　湿
原
で
一
番
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
池
沼
の
ヨ

シ
や
マ
コ
モ
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
陸
地
か
ら
水
域

へ
と
つ
な
げ
る
大
切
な
植
生
で
す
。
あ
わ
せ
て
湿

地
に
生
育
す
る
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
ス
ゲ
属
も
、
生

物
の
多
様
性
を
担
保
す
る
希
少
な
植
生
な
の
で

す
。
護
岸
を
固
め
、
多
様
な
生
物
の
す
み
か
と
し

て
の
価
値
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　館
林
市
の
池
沼
や
低
湿
地
に
生
育
す
る
カ
サ
ス

ゲ
・
ア
ゼ
ス
ゲ
・
ヌ
マ
ア
ゼ
ス
ゲ
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
）・
ミ
コ
シ
ガ
ヤ
（
準
絶
滅
危
惧
）・
ウ
マ
ス
ゲ

（
同
）・
ヤ
ワ
ラ
ス
ゲ
な
ど
は
、
水
辺
の
基
盤
植

生
と
し
て
希
少
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
畑
の

雑
草
と
し
て
お
馴
染
み
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
仲
間

で
す
が
、
水
辺
を
形
成
す
る
に
は
重
要
な
植
生
で

す
。
他
の
多
く
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
植
物
は
秋
に

花
を
つ
け
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
ス
ゲ
属
は

三
月
か
ら
五
月
と
早
春
の
ツ
ツ
ジ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
な
ど
の
美
し
い
花
々
が
咲
い
て
い
る
と
き
に
、

水
辺
に
目
立
た
ぬ
花
穂
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　次
に
ム
ジ
ナ
モ
を
紹
介
し
ま
す
。
ム
ジ
ナ
モ

（
写
真
）
は
、
か
つ
て
多た

た々

良ら

沼ぬ
ま
・
城

じ
ょ
う
沼ぬ

ま
・
近
藤

沼
な
ど
に
生
育
し

て
い
た
浮
遊
の
食

虫
植
物
で
す
。
世

界
で
は
、
一
六
〇

〇
年
代
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
、
イ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
自
生
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
ほ
と

ん
ど
の
自
生
地
が

消
滅
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
は
牧
野
富
太

郎
が
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）五
月
十
一
日
、

江
戸
川
畔
で
最
初
に
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
潟
の
信
濃
川
水
系
、
大
阪
の
淀
川
水
系
、
愛
知

の
木
曽
川
水
系
、
関
東
の
利
根
川
水
系
で
次
々
に

そ
の
自
生
が
確
認
さ
れ
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
に
多
々
良
沼
の
ム
ジ
ナ
モ
が
国
の
天
然
記
念

物
第
一
号
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水

質
悪
化
な
ど
の
た
め
に
次
々
に
自
生
地
が
消
滅
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
努
力
に
よ
っ

て
細
々
と
ム
ジ
ナ
モ
の
栽
培
が
続
け
ら
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
ム
ジ
ナ
モ
栽
培
の
愛
好
家
は
多

い
よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
そ
の
栽
培
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　ム
ジ
ナ
モ
の
花
は
、
八
月
中
旬
の
水
温
が
三
〇

度
前
後
に
な
っ
た
午
前
一
〇
時
頃
、
つ
ぼ
み
の
つ

く
花
茎
を
気
中
に
伸
ば
し
、
約
二
時
間
か
か
っ
て

開
花
し
、
そ
の
後
一
時
間
三
〇
分
位
で
閉
じ
る
一

日
花
で
す
。
花
後
は
花
茎
を
水
面
に
屈
曲
さ
せ
、

ム
ジ
ナ
モ
本
体
の
茎
が
枯
れ
る
ま
で
そ
こ
に
つ
い

て
い
ま
す
。
他
で
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
神
秘
な
感

じ
の
花
で
す
。

　ム
ジ
ナ
モ
が
野
生
絶
滅
に
な
っ
た
の
は
、
水
質

の
変
化
な
ど
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
住
む
郷
土
の
自
然
環
境
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
周
り
の
植
生
と
共
に
多
様
性
が
失
わ
れ

た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　次
に
、
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ

類
）（
写
真
）
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
植
物
は
、
発

見
地
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
野
生
植
物
で
す
。
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
は
、

多
々
良
沼
が
原
産
地
な
の
で
す
。
希
少
植
物
の
原

産
地
は
、日
本
か
ら
次
々
と
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

館
林
市
に
自
生
し

て
い
た
オ
グ
ラ
ノ

フ
サ
モ
も
今
で
は

絶
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
れ

は
京
都
の
巨お

椋ぐ
ら
池い

け

で
三
木
茂
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
植

物
で
す
。
し
か
し

巨
椋
池
は
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
に
よ

り
、
す
で
に
消
滅

し
て
い
ま
す
。

　邑
楽
町
か
ら
渡
良
瀬
遊
水
地
に
か
け
て
は
、
カ

ン
ガ
レ
イ
よ
り
も
タ
タ
ラ
カ
ン
ガ
レ
イ
の
方
が
圧

倒
的
に
多
く
、
地
域
の
貴
重
な
郷
土
の
遺
伝
資
源

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
攪か
く
乱ら

ん
依
存

植
物
な
の
で
、
湿
田
の
耕
作
地
で
あ
れ
ば
、
そ
の

脇
の
水
路
な
ど
に
普
通
に
出
て
く
る
地
域
の
植
物

な
の
で
す
。

　も
う
一
つ
、
城
沼
の
ハ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
夏

に
な
る
と
、
花
ハ
ス
ク
ル
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
ハ

ス
で
す
。
近
年
の
調
査
で
、
城
沼
の
西
に
あ
る
尾お

曳び
き
橋
下
の
ハ
ス
は
、
館
林
に
人
び
と
が
住
み
始
め

た
頃
か
ら
城
沼
に
と
も
に
生
き
続
け
て
き
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
城
沼
東
側
の
ハ

ス
は
、
花
ハ
ス
ク
ル
ー
ズ
で
観
光
に
活
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
西
側
の
ハ
ス
が
城
沼
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
城

沼
に
生
育
す
る
ハ
ス
調
査
（
渡
邊
幹
男
二
〇
一

七
）
に
よ
っ
て
、
古
代
ハ
ス
で
知
ら
れ
る
大
賀
ハ

ス
や
行
田
ハ
ス
な
ど
と
並
び
古
い
時
代
の
も
の
で

あ
り
、
城
沼
の
ほ
と
り
に
生
き
続
け
て
き
た
ハ
ス

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

仮
に「
館
林
ハ
ス
」（
写
真
）と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

13  12

ムジナモの花（雌しべ５岐、雄しべ５本）

開花したムジナモ

館林ハス

タタラカンガレイ

第一章　自然

水
辺
と
湿
原
の
特
色
あ
る
植
物

6

2
館
林
の
特
色
あ
る
植
物

６
水
辺
と
湿
原
の
特
色
あ
る
植
物

 

（
特
別
編
３

　134
〜
169
ペ
ー
ジ
）

「館林の歴史」の構成

『
館
林
市
史
』
通
史
編
・
特
別
編
を
も
と
に
、
館
林
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
一
冊
に
ま
と
め
ま
し

た
。
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
の
流
れ
や
、
特
色
あ
る
自
然
・
民
俗
な
ど
94
項
目
か
ら

な
り
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
や
図
表
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
冊
で
手
軽
に
館
林
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下地写真：（表）城沼からつつじが岡公園を望む
（裏）館林城内全図（館林市史編さんセンター所蔵）
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